









































	 公（筆者注・忠徳） 、歌学ハ始メ冷泉家ヘ御入門有シガ、故有テ、後、日野家ヘ御質問被遊、後ニハ日野資枝卿ニモ公ノ御懇情且御上達ニ感ジ、大事ヲ不残許シ玉 リ。





































継いだ錦仁氏・平林香織氏を中心とする調査により、その全貌が明らかになりつつある。同博物館には本稿で紹介する資料の草稿と目される『花の歌発句』 『庭中花 歌発句』なる書物二種も存在しており、目下、錦・平林両氏らが調査 である。諸本 本の比較・検討や資料全体を見通しての位置付け等 ついては後考を俟ちたい。注（１）
	














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 本稿は二○一三年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ）による研究「松代・一関・南部・秋田各藩の和歌活動・俳諧活動による大名文化圏形成解明の新研究」 （課題番号：
25370223	 研
究代表者：平林香織）の研究成果の一部である。
